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我々はX線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟 X 線撮像装置Xtend用に CCD素子の開発を行なっている。CCD
素子の仕様は, 可視光遮断層と電荷転送路へのノッチ導入という改善を行なっているが, 基本的に「ひとみ」 軟
X線撮像装置 SXIを踏襲している。Xtend のフライト用 X 線 CCD 素子を使用した地上較正試験を 2019 年 8–9
月に大阪大学で行った。X 線 CCD 素子の性能評価における重要な指標の 1 つは、一回の転送で電荷を失う割合
を示す電荷転送非効率 (CTI) である。「ひとみ」SXI では転送速度のみに依存する CTIモデルを用いていたが、
full window と 1/8 window のデータを同じパラメータで再現することはできないという問題があり、今回の地
上較正試験のデータでも同様であった。そこで、転送速度だけでなく転送領域 (蓄積領域、撮像領域) にも依存す
るモデルを新たに構築したところ、同じパラメータで full window と 1/8 window の波高値分布を再現すること
ができた。撮像領域は蓄積領域よりもCTI が大きかった。本講演では, 解析結果の報告と補正方法の検討を行う。


